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１ はじめに                          

平成２３年の東日本大震災や平成２８年の熊本地震など、過去の大規模な災害にお

いて、高齢者や障がいのある方などに被害が集中しており、自力で避難することが困難

な方々に対する避難支援体制の構築が必要とされています。 

また、令和３年５月には災害対策基本法が改正され、市町村においては、避難行動

要支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点から、避難行動要支援者ごとに避難支援

等を実施するための個別避難計画の作成が市町村の努力義務となりました。 

本町においても、避難行動要支援者本人及びその家族、避難支援等関係者と連携

しながら、個別避難計画の作成を進めているところですが、より実効性の高い個別避難

計画を作成するためには、福祉専門職の参画が極めて重要となります。 

本手引きは、町からの協力依頼に基づき、福祉専門職が個別避難計画を作成する

際の参考となるよう、手順やポイントをまとめています。 

誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられるまちづくりに向けて、ご協力をお

願いいたします。 
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 ２ 避難行動要支援者制度の概要               

（１）用語の解説 

① 避難行動要支援者 

  災害が発生し、又は災害が発生する恐れがある場合に自ら避難することが困難な者

であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要する者。 

 

② 避難行動要支援者名簿 

 御船町地域防災計画の定めるところにより、要支援者について避難の支援、安否の

確認その他の要支援者の生命又は身体を災害から保護するために必要な措置（以

下、「避難支援等」という。）を実施するための基礎とする名簿。 

 

③ 避難支援等関係者 

 避難支援等に携わる関係者で、御船町地域防災計画に定める者。 

 

④ 避難支援等実施者 

 災害が発生し、又は災害が発生する恐れがある場合に、実際に要支援者の 

避難支援等を行っていただく個人又は団体の方。 

 

 

（２）避難行動要支援者の要件 

 

要  件 区  分 

要介護認定を受けている者 要介護３～５ 

身体障害者手帳の交付を受けている者 １級又は２級（※１） 

療育手帳の交付を受けている者 Ａ判定 

精神保健福祉手帳の交付を受けている者 １級 

上記以外で町長が必要と認めた者 － 

※１ じん臓機能障害又は心臓機能障害のみをもって該当する方は除く。 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

（３）避難行動要支援者名簿の作成と提供 

 町では、次の避難支援等関係者に対して名簿情報を提供しています。 

 ① 御船警察署 

 ② 上益城消防本部 

 ③ 御船町社会福祉協議会 

 ④ 民生委員児童委員 

 ⑤ 区長 

 

※避難支援等関係者への情報提供に同意されない方は提供する名簿からは除外して

います。ただし、災害が発生し、又は発生する恐れがある場合においては、要支援者の

生命又は身体を保護するために必要な限度で、名簿情報を提供する場合があります。 

 

 

（４）提供する名簿情報 

 避難行動要支援者一人ひとりについて、次の情報を名簿に掲載し、提供しています。 

① 氏名 

② 生年月日 

③ 住所 

④ 電話番号 

⑤ 避難支援を必要とする理由（名簿に該当する要件） 
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３ 個別避難計画の概要                    

（１）個別避難計画とは 

 個別避難計画とは、要支援者の身体的状況、生活状況、居住する地域の災害想定

の危険度等を考慮し、要支援者ごとに作成する避難計画です。 

 

 

（２）目的 

 災害が起こったとき又は災害が発生する恐れがある場合に、要支援者本人への避難

支援・安否確認の手がかりにするためです。 

また、あらかじめ自身の避難方法や、関係者の支援内容を記載しておくことで、災害

時の生命確保の可能性を高めるためでもあります。 

 

 

（３）対象者 

 名簿に掲載されている者の内、必要に応じて避難支援等に携わる関係者と連携して

個別避難計画を作成することに同意（※）した方です。 

※対象者への同意確認は町から行います。 

 

 

（４）記載事項 

①基本情報（氏名、生年月日、住所、電話番号、緊急連絡先、家族構成等） 

②避難支援等実施者の情報 

③災害時における必要な支援の内容 

④避難場所や避難する際の移動手段  など 

 

 

（５）法的な性格 

 個別避難計画に記載された避難や支援内容は、必ず実施されることを保証されるも

のではなく、支援者にも義務や責任は一切発生しません。 

 なお、災害発生時など対象者の生命の保護に必要がある場合は、個別避難計画の

情報を避難支援に関わる関係者に必要な範囲で提供する場合があります。 

  



5 

 

４ 個別避難計画作成の進め方                  

（１）個別避難計画作成の流れ

 
【ＳＴＥＰ １】 対象者の把握 

 

□ 町から、「個別避難計画作成対象者リスト」（個別避難計画作成について優先度が

高いと町福祉課が判断した方で、作成委託料の対象となる方のリスト）を該当の福

祉専門職の所属事業所へ提供します。 

 

□ 優先度の設定は、避難行動要支援者名簿の該当者のうち、次のいずれかに該当す

る地点に居住する者とします。 

・３．０ｍ以上の浸水想定区域（ため池の氾濫によるものを含む） 

・急傾斜地、土石流、地すべりの警戒区域（特別警戒区域を含む） 

 

□ 町から各事業所へ提供した「個別避難計画作成対象者リスト」以外の対象者の個

別避難計画の作成は、作成委託料支払いの対象外です。 

 

 

【ＳＴＥＰ ２】 事前準備 

 

□ 対象者と日程調整をします。同居家族や近くに養護者等がいる場合は、必要に応じ

て同席できる日程で調整します。 

 

□ 普段の業務で把握している情報を基に、聞き取る内容や目的を整理します。 

 

□ ハザードマップ（以下、参照）等を参考に、居住地や避難所予定先の災害リスクを事

前に確認します。 

 

 

 

【STEP 1】

対象者の把握

【STEP 2】

事前準備

【STEP 3】

聞き取り・計画作成

【STEP 4】

関係書類の提出
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ハザードマップ確認方法 

 ・各世帯へハザードマップ（冊子）を配布しています。 

 ・御船町のホームページ・熊本県のホームページでも確認できます。 

 

■御船町ホームページ 

 https://www.town.mifune.kumamoto.jp/page8161.html 

 

 ■熊本県ホームページ 

 https://www.pref.kumamoto.jp/site/bousai-kumamoto/ 

 

 

【ＳＴＥＰ ３】 聞き取り・計画作成 

 

□ 自宅訪問などにより、対象者等へ次のことを説明します。 

・町から依頼を受け、個別避難計画を作成したいので協力いただきたいこと 

・計画作成の目的（ｐ４参照） 

・個別避難計画は、その内容が必ず実施されるものではないこと 

・必要に応じて、記載内容を避難支援関係者間で共有する場合があること 

 

□ 対象者やご家族から、日頃の生活状況等を聞き取り、個別避難計画に記入します。 

 

□ 避難先が「協定により確保している福祉避難所」（ｐ１５参照）となる場合は、各施設

と対象者の受入れについて事前に相談・調整のうえ、事前調整が完了した日付を個

別避難計画に記入してください。 

 

 

【ＳＴＥＰ ４】 個別避難計画の共有と関係書類の提出 

 

□ 作成した個別避難計画を、本人や家族、記載のある協力者と共有します。 

 

□ 個別避難計画及び作成委託料の請求に必要な書類を町に提出します。 

（場合により、修正や再聞き取りを依頼することがあります） 

 

 

 

https://www.town.mifune.kumamoto.jp/page8161.html
https://www.pref.kumamoto.jp/site/bousai-kumamoto/
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（２）個別避難計画作成に際しての留意事項 

 

○聞き取りや計画の作成は、サービス担当者会議やモニタリング、ケアプランの作成 

など、日常業務に併せて行っていただいて構いません。 

 

〇対象者にとって、個別避難計画の作成は強制ではありません。本人の同意が得ら 

れない場合は、制度案内のみにとどめてください。 

 

〇本人以外の方の情報を記載する場合は、その方の了承を得てください。 

 

〇対象者や同席する家族等の負担を考慮しながら聞き取りを実施してください。 

 

○作成の過程で知り得た情報は、外部へ漏らさないよう十分に注意してください。 
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５ 個別避難計画作成委託料の請求について            

（１）委託料 

 作成した個別避難計画 １件に対して、『７,０００円（税込）』を町から作成委託料として

お支払いします。 

 

（２）請求の流れ 

 ① 個別避難計画作成後、以下の書類を町に提出します。なお、「実績報告書兼請

求書」は任意様式で構いませんが、必要な情報を記載してください。（巻末掲載の参

考様式を参照） 

 

□ 避難行動要支援者個別避難計画 

□ 個別避難計画作成実績報告書兼請求書 

 

 ② ①の書類を受け付けた日の属する月（修正を依頼した場合は、修正後の書類が

提出された日の属する月）の翌月の月末までに、事業者指定の口座へ支払います。 

 

（３）提出先・各参考様式の請求先 

 御船町役場 福祉課 地域福祉係（庁舎１階） 

 ＭＡＩＬ：chiikifukushi@town.mifune.lg.jp 

 ＴＥＬ：０９６－２８２－１３４２ 

 

（４）提出方法 

 紙媒体か電子データのいずれかでご提出ください。 
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６ 各様式                           
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（１）避難行動要支援者個別避難計画

 

■避難行動要支援者の基本情報

生年月日 電話

年齢 携帯

〒

氏名 続柄 電話

〒

■障がい／介護に関する情報

内容/等級 交付日 備考

程度 交付日 備考

等級 交付日 備考

事業所名

住所

担当者 電話

■避難支援に関する情報

関係 電話

〒 □本人への避難情報の伝達　　　□本人の状況や安否確認

□避難先への同行または移送　□その他（ ）

関係 電話

〒 □本人への避難情報の伝達　　　□本人の状況や安否確認

□避難先への同行または移送　□その他（ ）

関係 電話

〒 □本人への避難情報の伝達　　　□本人の状況や安否確認

□避難先への同行または移送　□その他（ ）

■避難先に関する情報

避難先 移動手段
福祉避難所と

の事前調整

□

/　/

避難先 移動手段
福祉避難所と

の事前調整

□

/　/

■避難するときに必要な支援の内容

■自宅以外の場所で災害リスクが高まったときの行動など、その他自由記載

個別避難計画

作成への同意

□

/　/

避難先で

※協力員の了承を得て記載してください。

協

力

員

氏名または名称

住所
できる

こと

住所
できる

こと

自由記載

情報伝達のとき

避難誘導のとき

※避難先が福祉避難所の場合のみ記入↑　

避難のタイミング

住所
できる

こと

氏名または名称

氏名または名称

障がい支援区分／

介護認定区分
相談支援事業所

／居宅介護事業所
有効期限

避難行動要支援者個別避難計画　＜福祉専門職作成用＞

情報記載日　　　　　年　　月　　日

ふりがな

氏　名
性別

年　　月　　日

歳

避難のタイミング

E-Mail

身体障がい

知的障がい

※上記の支援は、必ず実施されることを保証するものではありません。

精神障がい

住所または居所 備考

緊急連絡先
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（２）避難行動要援者個別避難計画（記入例）

 

■避難行動要支援者の基本情報

生年月日 電話

年齢 携帯

〒861-3296

御船町御船995-1

氏名 続柄 妹 電話

〒×××-×××× なし

福岡県●●市◆◆番地

■障がい／介護に関する情報

内容/等級 交付日 備考

程度 交付日 備考

等級 交付日 備考

事業所名 居宅介護支援事業所　くまもと

住所 熊本市中央区水前寺６丁目18-1

担当者 電話

■避難支援に関する情報

関係 電話

〒861-32×× ☑本人への避難情報の伝達　　　☑本人の状況や安否確認

御船町■■２３番地 □避難先への同行または移送　□その他（ ）

関係 電話

〒861-32×× □本人への避難情報の伝達　　　□本人の状況や安否確認

御船町■■４５番地 ☑避難先への同行または移送　□その他（ ）

関係 電話

〒861-32×× □本人への避難情報の伝達　　　□本人の状況や安否確認

御船町■■６７番地 ☑避難先への同行または移送　□その他（ ）

■避難先に関する情報

避難先 移動手段

福祉避難所

との事前調

整

☑

R8/4/20

避難先 移動手段

福祉避難所

との事前調

整

□

/　/

■避難するときに必要な支援の内容

■自宅以外の場所で災害リスクが高まったときの行動など、その他自由記載

※避難先が福祉避難所の場合のみ記入↑　

避難先で

・定期の服薬（高血圧）があるが、本人管理は困難

自由記載

・災害が予測されるときは早めにショートステイを利用する。

・デイサービス利用中に避難情報が出たら、……

情報伝達のとき

・耳が遠いため、大きい声で話してほしい

避難誘導のとき

・歩行時は杖が必要

・玄関に数日分の非常時備蓄品あり

住所
できる

こと

福祉避難所が

開設されたとき

高齢者等避難

発令時

施設送迎 避難のタイミング

徒歩 避難のタイミング

特別養護老人ホーム●●（福祉避難所）

◆◆公民館

氏名または名称 ◆◆防災組織 地区防災組織

※上記の支援は、必ず実施されることを保証するものではありません。

※協力員の了承を得て記載してください。

障がい支援区分

／介護認定区分
相談支援事業所

／居宅介護事業所
有効期限 R8.3.31 介護　太郎

要介護３

協

力

員

住所

096-2×2-1111

氏名または名称 防災　一郎 親戚 096-3×3-1111

できる

こと

氏名または名称 福祉　梅子 知人 096-2×2-1111

住所
できる

こと

096-3×3-1111（代表）

精神障がい

0×0-2222-2222

E-Mail

身体障がい 下肢機能障害　１級 R3.4.1

個別避難計画

作成への同意

☑

R8/1/9

避難行動要支援者個別避難計画　＜福祉専門職作成用＞

情報記載日　　　　　令和●年　●月　●日

ふりがな

氏　名

みふね　たろう
性別 男

昭和15年9月1日 なし

御船　太郎 ８５歳 0×0-1111-1111

住所または居所 備考

緊急連絡先

福岡　花子

知的障がい



12 

 

（３）個別避難計画作成実績報告書兼請求書（参考様式） 

 

年  月  日  

御船町長 様 

法人名 株式会社 〇〇〇    

法人代表者氏名 代表取締役 〇〇 〇〇 

（事業所名） 居宅介護支援事業所〇〇 

 

個別避難計画作成実績報告書兼請求書（  年〇月分） 

 

 標記の件について、次のとおり報告し、作成料を請求します。 

 

１ 作成件数 

 

２ 作成対象者 

 

３ 請求額                  円 

【内訳】 

作成委託料（税込） 件 数 合 計 

７，０００円 ２件 １４，０００円 

 

 

口座振込先 

金融機関・支店名    〇〇銀行   △△支店 

口座種別・口座番号    普通  １２３４５６７ 

口座名義（カナ）    〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 個別避難計画（新規） 

作成件数 ２件 

作成者氏名 居宅介護支援事業所〇〇 △△ △△ 

氏 名 住 所 要介護区分・障害等級 

御船 太郎 上益城郡御船町御船 995番地 1 
要支援１ 

身体障害者手帳１級 

御船 和子 上益城郡御船木倉 1168番地 要介護３ 
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７ Q&A                         

Ｑ 個別避難計画は、どのようなときに使われますか。 

 ・災害が発生したとき、又は発生する恐れがある場合に、要支援者の方の安

否確認や避難支援等が必要なときです。平常時に使用することはありませ

ん。 

 

Ｑ 個別避難計画の作成・提出期限はありますか。 

 ・作成料の支払い対象となる提出期限は、作成を依頼した年度内とします。 

 

Ｑ 個別避難計画作成時に転居や長期入院、施設入所等していた場合は、作成

する必要はありますか。 

 ・作成時点において転居していたり、長期入院や施設入所していた場合で

も、自宅に帰る見込みがあれば、自宅に居る場合として作成していただい

て構いません。帰る見込みがなければ、作成する必要はありません。 

 

Ｑ 個別避難計画について、更新する必要がありますか。 

 ・可能な範囲で、適宜見直しをお願いします。ただし、作成委託料が請求で

きるのは、同一対象者につき初回の作成分に限ります。また、町からの要

請がない限り、初回以降の計画は提出の必要はありません。 

 

Ｑ 個別避難計画を作っていれば、災害時に必ず計画通りの支援が受けられま

すか。 

 ・個別避難計画は、確実に支援が受けられることを保証するものではなく、

災害発生時における避難支援等を受ける可能性を高めるものです。 

 ・避難支援等実施者にも、法的な義務や責任は一切発生しません。 

 

Ｑ 個別避難計画作成時に同席する方はどなたが望ましいですか。 

 ・対象者とその家族、また、避難支援に関わっていただける地域の方や、普

段から関わりのある福祉関係者等が想定されます。 

 ・本人の負担やスペース等を考慮のうえ判断してください。 
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Ｑ 協力員（避難支援等実施者）は、誰になってもらえば良いですか。 

 ・災害時において、実際に支援が見込まれる方が望ましいです。 

 ・実効性のある個別避難計画にするためには、同じ方が何人もの協力員（避

難支援等実施者）になることは望ましくありません。 

 

・【協力員（避難支援等実施者）の例】 

・親族、友人や知人、地域の方、普段から関わりのある福祉事業者など 

 

Ｑ 介護保険と障がい福祉サービスを併用している方は、どちらの事業所が作

成しますか。 

 ・双方合意のもと、どちらか一方が作成してください。委託料は作成した事

業所が請求してください。 

 

Ｑ 介護サービスやと障がい福祉サービスの対象者は、各サービスの利用によ

る安全確保を優先すべきですか。 

 ・各サービスの対象者は、まずは介護保険法に基づく介護保険サービス（短

期入所や緊急入所、緊急短期入所）及び障害者総合支援法・児童福祉法に

基づく障がい福祉サービス（短期入所や緊急入所）を優先してください。 

 ・そのうえで、各サービスを受けることができない場合又は入所までは必要

としない場合には福祉避難所の利用が可能です。 

 ・選択肢の一つとして、福祉避難所の利用を想定しておくことは問題ありま

せん。 

 

Ｑ 受け持ちのサービス利用者の中に、避難行動要支援者の要件には該当しな

いものの、災害時の避難が心配な方がいます。 

 ・要件に該当しない場合でも、申請により名簿に登録することができる場合

があります。名簿への登録を希望する方は町に申請書の提出が必要ですの

で、福祉課へお問い合わせください。 

 ・はじめて名簿に掲載された方には、個別避難計画作成のための調査票を送

付します。調査票作成の際には、ぜひご協力をお願いします。 

 ・優先度が高い（p5参照）と判断された場合は、福祉専門職による個別避難

計画の作成を依頼することとなります。 
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８ 指定避難所・福祉避難所一覧          

 

御船町地域防災計画抜粋

洪　水 土砂災害 地　震
木倉1176-1 △ ○ ○ ● 洪水の場合2階以上

木倉1168 △ ○ ○ ● 洪水の場合2階以上

校舎 △ △ △ ● 2階以上
運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●
校舎 △ ○ ○ ● 洪水の場合2階以上

運動場 - - ○
体育館 △ ○ ○ ● 洪水の場合2階以上

御船923 × ○ ○
御船851-7-2 × ○ ×
御船779 △ ○ ○ 洪水の場合2階以上
御船820 × ○ ○ ● 状況により使用不可
御船726 × ○ ○ ● 状況により使用不可
辺田見169 ○ ○ ○ ●
辺田見100 × ○ ○

校舎 △ △ △ ● 2階以上
運動場 - - ○
体育館 × × △ ● 状況により使用不可

滝尾1025-1 △ × × 状況により使用不可
滝尾6257-9 ○ ○ ○
滝尾5450 ○ ○ ○ ●

校舎 ○ ○ ○ ●
運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

水越4152-3 ○ ○ ×
運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

七滝2602-4 ○ ○ × ●
校舎 ○ ○ ○ ●

運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

上野1519-2 ○ ○ ○
上野2226 ○ ○ ○ ●
上野 ○ ○ ×

運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

田代8405-24 ○ ○ ○ ●
上野5191-3 ○ ○ ○ ●

校舎 ○ × × ●
運動場 - - ○
体育館 ○ × × ●

田代1032-3 ○ ○ ○ ●
校舎 ○ ○ ○ ●

運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●
校舎 ○ ○ ○ ●

運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

木倉812-1 ○ ○ ×
木倉1416 ○ ○ ○

校舎 ○ ○ ○ ●
運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

高木防災公園 高木2044 - - ○
校舎 ○ ○ ○ ●

運動場 - - ○
体育館 ○ ○ ○ ●

陣2016-2 ○ ○ ×
陣1966-3 ○ ○ ×
陣1234 ○ ○ ×

この一覧表に示している施設は、すべて指定緊急避難場所に指定（○：使用可、×：使用不可、△：条件付き使用可）
避難所に関する問い合わせ先：御船町役場　危機管理防災課　危機管理防災係　電話：096-282-1111
※災害の種類や程度によって、開設する避難所が異なりますので、避難の際は町からの避難所開設情報にご注意ください。

(有)ホンダ介護サービスセンター
町民憩の家

熊本県農業研究センター茶業研究所

上野

田代東部

田代西部

木倉

災害種別

御船

滝尾

水越

七滝

御船小学校

御船中学校

滝尾小学校

滝川3

カルチャーセンター
（福祉避難所兼）

御船分館
御船昭和保育園

田代4984

田代1842-4
田代西部福祉センター
（旧田代西部小学校）

田代東部分館

辺田見55

滝尾934-1

水越2449
水越社会教育センター
（旧水越小学校）

七滝社会教育センター
（旧七滝小学校）

七滝2555-2

上益城消防署
ふれあい広場

滝尾分館
滝尾幼稚園

緑の村（管理棟）

御船町商工会

小坂2193-2

（参考）　御船町　指定緊急避難所・指定避難所一覧

地　　区 施 設 名 称 住　　所 指定避難所 備　　　　　考

スポーツセンター

木倉小学校 木倉954

木倉1253御船高等学校

高木小学校 高木1633

上野1500七滝中央小学校

田代東部社会教育センター
（旧田代東部小学校）

水越分館

七滝分館

上野保育園
上野分館
南田代公民館

小坂

北田代分館

木倉分館
若葉保育園

小坂分館
陣多目的集会所
ぎんなん幼愛園

小坂小学校

髙木
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福祉避難所の指定状況一覧

1
R3.6.16指定
R3.10.29公示

御船町観光交流センター 御船町御船1003 25 町有施設
【洪水】
・浸水深0.5～3.0ｍ

2
R3.6.16指定
R3.10.29公示

御船町カルチャーセンター 御船町木倉1168 747 町有施設
【洪水】
・浸水深0.5～3.0ｍ
(洪水の場合は2階を使用)

3
R3.6.16指定
R3.10.29公示

子育てふれあい館 御船町御船1003番地2 25 町有施設
【洪水】
・浸水深0.5～3.0ｍ

協定により確保している福祉避難所一覧

4 H28.4.1
有限会社
ホンダ介護サービスセンター

（デイサービスセンター柊） 御船町御船820 30 -
【洪水】
・浸水深0.5～3.0ｍ

5 H28.4.27 社会福祉法人　綾友会 （特別養護老人ホーム　桜の丘） 甲佐町西寒野1161 5 甲佐町 なし

6 H28.5.19
社会福祉法人
リデルライトホーム

（特別養護老人ホーム　ノットホーム）
熊本市中央区黒髪５丁
目23-1

10
熊本市
益城町

なし

※収容可能人数は、必要なスペースを１人３㎡程度と仮定し、各施設の申し出により記載しています。

※御船町カルチャーセンターは一般の指定避難所を兼ねているため、避難者全体の収容可能人数を記載（「御船町地域防災計画」から転記）

※災害の種類や程度によって開設される避難所は異なりますので、町からの避難所開設情報にご注意ください。

住所
収容可能
人数※

他団体と
の協定
状況

災害リスク
（町防災マップ）

7 R3.3.30 社会福祉法人　御陽会
（障がい者支援センター　ヴィラささゆ）
（田代西部福祉センター）

（小坂）
なし

（田代西部）
【土砂災害】
・急傾斜地崩壊特別警戒区域
・急傾斜地崩壊警戒区域
・土石流警戒区域

3 H28.4.1 社会福祉法人　恵寿会 （特別養護老人ホーム　グリーンヒルみふね）
【土砂災害】
・急傾斜地崩壊特別警戒区域
・急傾斜地崩壊警戒区域

2 H28.4.1 医療法人社団　藤岡会 （藤岡医院）
【洪水】
・浸水深0.5～3.0ｍ

1 H28.4.1 社会福祉法人　伸生紀 （養護老人ホーム　オアシス） 甲佐町

災害リスク
（町防災マップ）

No. 指定日等 住所名称
収容可能
人数※

なし

No. 協定締結日等 名称（福祉避難所となる施設名）

御船町御船1061

御船町辺田見840-9

御船町小坂2140-1

-

備考

10

20

37

28

-

-

御船町田代1842-4

御船町木倉4780


